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平
成
20
年
度
常
任
委
員
会
視
察
報
告

◎
島
根
県
安
来
市

　

安
来
市
の
、
Ｊ
Ｒ
駅
併
設
の

「
観
光
交
流
プ
ラ
ザ
」（
観
光
振

興
、中
心
商
店
街
活
性
化
）
と
、

萩
市
の
「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物

館
構
想
」
を
視
察
し
た
。

　

安
来
市
は
工
業
は
伸
び
て
い

る
が
、
商
業
は
松
江
と
米
子
に

挟
ま
れ
苦
戦
し
て
い
る
。
観
光

で
は
安
来
節
を
中
心
に
、
東
京・

大
阪
等
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
誘

客
を
進
め
て
お
り
、
安
来
節
の

会
は
全
国
で
七
十
支
部
あ
る
。

　

安
来
駅
の
改
築
に
併
せ
て
、

郷
土
文
化
・
伝
統
、
歴
史
、
観

光
の
情
報
発
信
拠
点
と
、
行
政

の
サ
テ
ラ
イ
ト
基
地
と
し
て
、

駅
併
設
の
観
光
交
流
プ
ラ
ザ
を

今
年
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

駅
部
分
以
外
の
施
設
は
市

の
運
営
の
た
め
、
Ｊ
Ｒ
と
の
調

整
の
必
要
が
無
く
自
由
に
使

え
る
。
行
政
・
観
光
案
内
コ
ー

ナ
ー
は
年
中
無
休
、
市
の
嘱
託

職
員
三
名
で
業
務
を
す
る
。
特

産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
・
多
目
的

交
流
ゾ
ー
ン
に
は
観
光
宣
伝
ポ

ス
タ
ー
も
多
く
張
り
出
し
て
あ

る
。
二
階
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ

り
作
品
展
示
・
講
演
会
・
各
種

集
会
・
サ
ー
ク
ル
活
動
等
多
目

的
に
利
用
し
て
お
り
、
飯
山
の

新
幹
線
駅
で
も
大
い
に
参
考
に

な
る
と
思
い
ま
し
た
。

◎
山
口
県
萩
市

　

萩
市
の
「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博

物
館
構
想
」
は
、
江
戸
時
代

の
地
図
が
今
で
も
使
え
る
「
ま

ち
」全
体
を
博
物
館
と
と
ら
え
、

屋
根
が
無
い
博
物
館
に
す
る
構

想
。
萩
は
幕
末
か
ら
明
治
の
日

本
を
代
表
す
る
貴
重
な
文
化
財

や
城
下
町
を
後
世
に
残
そ
う
と

保
存
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
市

の
関
係
部
署
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
中
心

に
活
動
し
て
い
る
。
博
物
館
や

維
新
の
志
士
の
旧
宅
等
の
案
内

も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ス
タ
ッ
フ
が
当
た

る
。
萩
市
で
は
文
化
財
指
定
を

受
け
て
い
な
い
貴
重
な
遺
産
に

つ
い
て
、
ワ
ン
コ
イ
ン
ト
ラ
ス
ト

（
１
０
０
円
信
託
）
運
動
を
進
め

て
い
る
。
信
託
箱
が
置
か
れ
て

い
て
、
４
年
間
で
２
３
０
０
万

円
集
ま
り
施
設
の
補
修
に
当
て

て
い
る
と
の
こ
と
。
な
る
ほ
ど

と
感
じ
ま
し
た
。

　

景
観
に
は
厳
し
く
、
萩
に
ふ

さ
わ
し
く
無
い
看
板
等
は
、
撤

去
・
塗
り
な
お
し
さ
せ
る
。
観

光
客
に
き
れ
い
な
町
並
み
を
と

言
う
こ
と
で
、
街
中
、
海
岸
の

清
掃
活
動
を
し
て
い
る
。
観
光

客
も
大
幅
に
減
っ
た
と
は
い
え

年
間
１
５
０
万
人
が
訪
れ
て
お

り
、
住
民
の
観
光
客
に
対
す
る

接
し
方
は
お
も
て
な
し
の
姿
勢

が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
歴

ＪＲ安来駅と併設の観光交流プラザ

萩の観光スポットを結ぶ循環バス

 

◎
栃
木
県
那
須
町　

　

道
の
駅
「
東
山
道
伊
王
野
」

ふ
る
さ
と
物
産
セ
ン
タ
ー
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。
施
設
の

設
置
は
、
県
と
町
、
運
営
は

住
民
の
手
で
行
わ
れ
て
い
る
公

設
民
営
の
施
設
で
す
。
町
が

農
協
に
運
営
を
断
ら
れ
、
地

元
に
あ
っ
た
「
里
づ
く
り
委
員

会
」
に
働
き
か
け
、
出
資
金

を
募
集
し
９
２
６
戸
の
地
域

の
内
、
３
８
４
戸
が
賛
同
し

８
５
０
万
円
の
資
本
金
で
設

立
し
、
平
成
12
年
10
月
よ
り

道
の
駅
と
し
て
開
業
し
て
い
ま

す
。
平
成
18
年
度
の
総
売
上

は
３
億
４
０
０
０
万
円
余
り

で
、
町
に
使
用
料
を
払
っ
て
も

２
４
０
０
万
円
の
純
利
益
で
あ

り
ま
す
。
地
元
雇
用
44
人
で
働

い
て
い
ま
す
。
物
産
セ
ン
タ
ー

の
広
い
敷
地
に
は
新
鮮
で
格
安

な
農
産
物
が
工
夫
を
凝
ら
し
陳

列
さ
れ
、
消
費
者
の
意
欲
を
そ

そ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
食

堂
の
脇
に
は
大
き
な
水
車
小
屋

が
あ
り
、
地
元
産
の
そ
ば
を
ひ

き
、
３
人
の
職
人
で
打
っ
て
い

ま
し
た
。

 　　

道
の
駅
で
売
ら
れ
て
い
る
農

産
物
は
、
技
術
員
が
月
１
回
の

指
導
を
行
い
責
任
の
持
て
る
立

派
な
品
物
ば
か
り
売
る
と
い
う

熱
心
さ
に
成
功
の
カ
ギ
が
あ
る

の
か
と
感
じ
ま
し
た
。
平
成
19

年
度
に
は
約
４
億
円
の
お
金
が

農
産
物
、
加
工
品
、
賃
金
と
し

て
地
域
に
還
元
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
経
済
的
に
も
地
域
の
活

性
化
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

◎
福
島
県
川
俣
町　

　

定
住
化
促
進
総
合
計
画
に
つ

い
て
、
少
子
化
対
策
、
育
児
環

境
向
上
事
業
に
つ
い
て
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。
新
婚
世
帯
借

家
の
場
合
月
額
１
万
円
の
補
助

を
３
年
間
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
定

住
奨
励
金
も
１
万
円
を
３
年
間

の
補
助
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と

の
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
岩
手
県
奥
州
市　

　

平
成
18
年
に
５
市
町
村
が
合

併
し
た
人
口
13
万
人
の
岩
手
県

第
２
の
都
市
で
す
。

　

子
育
て
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
プ
ラ

ン
に
つ
い
て

　
「
～
未
来
に
輝
く
奥
州
っ
子

を
地
域
全
体
で
育
む
ま
ち
～
」

を
基
本
理
念
と
し
て
「
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
」
を
基
本

に
、
子
育
て
か
ら
、
教
育
、
母

子
保
健
、
男
女
共
同
参
画
、
企

業
環
境
支
援
、
ハ
ー
ド
整
備
に

至
る
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
、

企
業
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
た

計
画
で
、
市
の
総
合
計
画
に
整

合
さ
れ
て
い
ま
す
。
行
政
体
制

と
し
て
、
福
祉
の
み
な
ら
ず
保

健
、
教
育
、
労
政
環
境
な
ど
多

分
野
に
渡
る
調
整
を
行
う
た
め

総
合
政
策
部
内
に
対
策
室
を

設
置
し
職
員
３
人
体
制
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
他
少
子
、

人
口
対
策
推
進
本
部
と
推
進
協

議
会
が
民
間
人
20
名
で
設
置
さ

れ
計
画
の
協
議
、
推
進
点
検
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
育
て
支

援
体
制
に
つ
い
て
は
、
縦
割
り

の
推
進
体
制
か
ら
横
の
連
携
が

大
変
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
し

た
。

 

◎
福
島
県
二
本
松
市

　

二
本
松
市
は
平
成
17
年
12

月
、
二
本
松
市
、
安
達
町
、
岩

代
町
、
東
和
町
が
合
併
。

人
口
６
万
３
千
人
余
。「
子
育

て
支
援
課
」の
説
明
を
受
け
る
。

１
．
結
婚
推
進
事
業

　

推
進
委
員
は
一
般
46
名
、
市

議
会
議
員
29
名
、
農
業
委
員

35
名
を
委
嘱
。

　

希
望
者
女
性
９
名
、
男
性
40

名
の
登
録
が
あ
る
。

２
．
出
産
祝
金
事
業

　
　

第
一
子
か
ら
一
人
10
万
円

支
給
。（
現
金
５
万
円
、
地
元

商
品
券
５
万
円
）

３
．
子
供
を
産
み
育
て
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
事
業

　

就
学
前
の
乳
幼
児
医
療
費

と
、
小
学
生
入
院
医
療
費
の
助

成
。

４
．
温
泉
保
養
健
康
増
進
事
業

　

65
歳
以
上
の
者
に
利
用
券
年

５
０
０
０
円
交
付
。

５
．
巡
回
福
祉
車
両
運
行
事
業

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
車
両

で
の
高
齢
者
、
障
害
者
の
電
話

予
約
に
よ
る
外
出
支
援
サ
ー
ビ

ス
。

◎
岩
手
県
花
巻
市

　

花
巻
市
は
平
成
18
年
１
月
、

花
巻
市
、
大
迫
町
、
石
鳥
谷
町
、

東
和
町
が
合
併
。

人
口
15
万
５
千
人
余
。

　

役
重
真
喜
子
氏
（
地
域
振
興

課
長
）
の
話
を
聞
く

　

平
成
３
年
、
東
京
農
林
省
か

ら
東
和
町
へ
引
越
（
自
然
環
境

の
中
で
の
生
活
に
魅
せ
ら
れ
て
）

来
た
時
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守

ら
れ
ず
つ
ら
い
思
い
を
し
た
が
、

そ
れ
に
よ
り
地
域
の
つ
な
が
り

が
保
た
れ
る
こ
と
が
理
解
で
き

て
き
た
。
自
然
が
あ
っ
て
も
遊

ぶ
子
供
を
見
か
け
な
い
、
子
供

の
友
達
の
家
ま
で
10
㎞
も
あ

り
、
ジ
レ
ン
マ
も
感
じ
る
と
の

事
。

地
域
振
興
策

　

小
さ
な
役
所
「
地
域
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
、
小
学
校
単

位
26
ヶ
所
に
整
備
、
活
動
費

と
し
て
均
等
割
、
面
積
割
、
戸

数
割
等
で
配
分
３
０
０
万
～

１
９
０
０
万
円
を
支
給
し
合
計

２
億
円
を
投
入
、
使
途
は
地
域

一
任
で
行
っ
て
い
る
。

◎
岩
手
県
西
和
賀
町

　
西
和
賀
町
は
平
成
17
年
１
月

湯
田
町
と
沢
内
村
が
合
併
。

人
口
７
４
０
０
人
。

史
的
資
源
の
差
が
あ
る
の
で
萩

と
同
じ
こ
と
は
出
来
な
い
が
、

訪
れ
た
人
に
地
域
挙
げ
て
暖
か

く
接
す
る
取
り
組
み
が
大
切
な

資
源
と
感
じ
ま
し
た
。

旧
沢
内
村
の
医
療
の
取
組
み
に

つ
い
て

　

旧
沢
内
村
は
乳
幼
児
の
死
亡

率
が
日
本
一
高
い
村
で
あ
っ
た

が
、
こ
の
状
況
を
克
服
す
べ
く

国
に
先
駆
け
乳
幼
児
や
老
人
医

療
費
を
無
料
化
し
、
乳
幼
児
死

亡
率
ゼ
ロ
と
い
う
画
期
的
な
記

録
を
達
成
し
た
。
又
、
全
村
民

の
生
命
を
守
る
た
め
、
健
康
増

進
、
予
防
対
策
、
検
診
、
治
療
、

社
会
復
帰
ま
で
一
貫
し
た
包
括

医
療
体
制
を
築
き
上
げ
た
。

　
３
市
町
そ
れ
ぞ
れ
子
育
て
支

援
、
地
域
振
興
、
医
療
対
策
等

が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
を
視
察
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
信
念

を
持
っ
て
地
域
医
療
に
あ
た
っ

た
旧
沢
内
村
の
取
組
に
つ
い
て

は
学
ぶ
べ
き
点
が
多
い
こ
と
を

感
じ
ま
し
た
。

花巻市役所にて

沢内病院

水車小屋

道の駅　直売所

総
務
委
員
会
視
察
報
告
書

　
総
務
委
員
会　
副
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
坂
原
シ
モ

平
成
20
年
５
月
７
日
～
８
日

栃
木
県
那
須
町
、
福
島
県
川

俣
町
、
岩
手
県
奥
州
市

産
業
建
設
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
視
察
報
告

　
産
業
建
設
委
員
長　

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
正
夫

平
成
20
年
５
月
13
日
～
16
日

島
根
県
安
来
市
、
山
口
県
萩

市

社
会
文
教
委
員
会

                

視
察
報
告　

　
　
社
会
文
教
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
水
野
晴
光

平
成
20
年
７
月
７
日
～
９
日

福
島
県
二
本
松
市
、
岩
手
県

花
巻
市
、
西
和
賀
町


